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療密頗が薄Jク∴ノ／姑粧さノZ‾し′い三う，仇、メ⊥／】して′あり、痘鹿▲隼像や智正▲／首席んノノ劇Ⅴナノ／／／′ノノ上  

づに 勅て去′／す摩．上り題種村勘〟な末仏、づi、ノ長一め立直蕎疾憑工旬㌧て、 ／一分ろ、診好林㈲  

が戯’ノ〕ノ∠丁いノま、い   

・子≠）そ呂叔1崇／キを縛め±L T／寿▲βか〟）7笹煤が／吋っ紆ろ、′甘言足が√あう  

3．今後の整備の進め方  

（1）すでに一定の整備がなされている地域  

（ア）医療資源の効率的配置について  

・舟崇／宮を射め．±とて世席紗〕瘡煤が脚猷、雌／軌′こおい了、／好麿■療億／仁好番頭憲一と◆ユ  

ー          ●● ‥                 －    、  、－   



βハ㌣さJ／さ担Jリノ′メ′’∴ ノ「′′／⊥ゝ∠ ′車 ′ニィノ ‥ノ）／1トノj ′′め／／胤／′けいノノ′′軌：く・j｝ノ ノ／－′ ニ上   

長－」二1ノソl ノ／1   

・揮カノ√ ′／′リ7；・小一′／ノ仁王～芹∴′；′二ご坤〔、いiJり／∴㌧ノ㌢掠サト狛′、JJ／ 

∴〆）ノ′才藻き′筋骨／i骨∴′し▲づ‾ノヾ／；うノンノ∴圭｛：ソけト1うノノ▲   

・「チノノノギJ′′㌣、借ノ／半価粧バ仁卜雷坊烏∵井舞お亮侶‾し■‾いメソノでエい′ji   

■舟ト、こ了′／≠′／用寺ソ⊥壬〃Jごノ∴、ノ■／ナ▲∠1■好∴悪宣与ノ1之・い′ノし7／一し「‾いふ朽毎’′／う∴レ∴f、′㌫三ノ」ノノし‥  

，ノナ．′で上′い′／′ノ′し「、／Jゴノエーい′l  

●  

（イ）卜各施設の役割分担について   

掃＼仔庶樹ノ二／簗尭トノ）ヤJ▲シ」「′宮子雄昔圭わ∵イ豆凍拍打∴わいて、藻‾′鮒二、、予‘′／（′f∴川L■  

′宇土’∴ シししノ）段ノ封′そ／い′ノ1う∴／ノ．ノ ノ小 一′∴り∵イ十   

・′丸／イヴ／′痛垢■力／ノ）／帯′育ぎ∴‾ ′〕い∴レjキノ．㍉ふ小  

■′／八一意ノー／ノ上ヰニ乱：、予ノミイ軌／∴）1  

（2）最寄りのセンターまでに長時間の搬送を要する地域（地理的空白地域）の整   

備についての考え方  

ソ／′キ′i7′∴㍉ ∴中神ケ宮阜甘甘 ノり（′り′′、～′＝∴∵ シ・ノ′′′㌔／。：‘‘ノ′パ′！＿ノ甘′ ノ’ ′：ト▲   

．ノ）ノ襟／∴′ノズ、（′ハ ノ′‡′ノ巨1・ノノiJ′′ノ′ソい 〃′1／′い′7′ノ‥  勅か付∴トト ン  ′／一′′ハ  

咋城／ノ、イ／′1′∴対7ナし二1′うこ－畑ハ′／れ′ノり／、・亘甘∴十十ナ∵〟項／．－二∴付′；‡・／てう ノノ、 rノ ー ノノ  

しこい－  

一帖～1′～ノ  い／′／ノ ′ ‥埴叫‾＼′ノり、（′′′ニキノ吼′㌧く   ノー ノ）′イ、r′′′ノ′Jノ√ンニ′′「∴′．′r   ′  

り／′）ノ1  ノJ√≒ 1〕   

触理勅辛／′／ノ軋片し∴こ．1キト    丹′rノr′t′／＼11′′ノf恥′ゴ′くイノりト十〟－ ノ ′ノ1ノ   竹 

放言㌢㌻粟り′；ト／て；∴トノり八／錐、「1′′い′） キ′－ ノ／／立場′‥ナ」∴ノブ、／、、ノ′′ン   ′ソ、／′二√■  

＼－）ノン描ノ亡′′′ち二′ケt∴、ノ巨ノ′ ノ′∵ ⊥ ノ し′′ノ川／＼：「甘′」二く7粧∴′′′信軒÷正一1‘／二  ′  

イ招鞘揖‾∴．「ラうう′／ノ樟肌∴雄藩1∵イ坐八一′）／1   

∴‾一、い′ち／／1－r／ 烙牒∴ム∠仁∵／、 ノ ＼′ノノノノJ雄ノ∠ノー■iゝ＿キ／「／∵＼、′1J ′ ノブ〉′ノ  

ウ ′／ノトせ一∴ ノ勧竹桝れ′／増妬ノ－、ノ′ノリトナ茸－rr二；主′イ7r八ノ／三5十」シー占 ′－よ ′′′∠、  

I I 

空′ノ鮪′し三上づノ酵′1三を′りノノ机＼∵ご／ノ八／／イ；二   ノーノ相誓／′1イ声1）妬ノ）：ナチ／筋ノ｝1畑ノ′∴／rノ1）  

（3）地域にかかわらず留意すること  

抒′合皮－ぶ土∵／ケ・－一∴眉宇′仰、／離せ∵1むγ二∠イ：柑ニ‡乍‘r曇√㌢二；辛ソ′浩∴／」ご′∴ノノり／くう′／ネ′榊㌧一   

ナ躍／．プ三ナ／ミニう′′′：L二しう∴′′～、三†作ノ軌ノ）カナ東二宣′尋ささ′∴ノーー蛮げ誹、′′ソト糾しこか何十広1フ∠’／ニト い  

とて炸づ；、′あ15 撞バノ、脆ソト＼√せ〟軒やヰ謹∴㌣揖∴ト十針圧ノfノ／）ッ1ノー   



・／、才体ノノ新保ノノ赤々〔′1二／ゴ、粛慮／ノーオ多＼ノ′ノノ写キ↑珠づ；、√あうメ；、、．ざう孝／玉石小   

●・－・、－－  

・符／し∴と、、づい／）予東泉 ′什メ≠どてて庭＃窟・転櫛が相好仁′聾吉ろゝいか  

●－●－－－－  
／打ち．′し二／畑野仁′謬疲∴凄／わう／祈雛；＼櫛著さノ∠‾rい査い要ン野ば／窮れ   

各診療科即、部門制′ノ）劇－ノ‡▲作が三番∴ 彪一命彪意センター仁ノ貯迭＼さメ∠た掛急磨者  

ノ、＼ノノ′診療ご仁J憲／万全体‾〆ノ控‘腑j狛好を村雲か汗ノ〟Lょうという体′紺㌦一分いノ）手／′か㌢いか  

ノ鉄材〉し丁〆ノクリテ／ウノレ1Jス〆）／汗カ〃三才r！、、・ラか  

3．ER型救急医療機関について  

（1）現状について  

（ア）利点について  

／崖～首を仰そ二）万い、控一歩謝れか防げ蕎、各村〆ノ専門医がギ／耳落首か ら傭崩づ／わ伊  

／／ヴ隼cノ）′診療二か∠、1解≠才しさノ／る／i、と、、】ぐ′あづノ穴 病＃吉ノ）こ干十′ペニテ ／／∴ょっ丁／ゴ悪才矛  

／紆∠〕さ、一三う宣ノ肴‡ノi、い／朽‥足らイーと二、蕎  

（イ）課題について   

〝〃／キ湖が叔二崇／逗子芹をプ／才ノ若／／∴づ／ノf√ケ＼′八♪憲／キ府を了ノ▲う各種ノブ匪／押の貞明り－′ノノ〉  

f三′う、〃六㌧トわノり岩音ノ■き／ナ〃一つ／キ湖‘／＼＼正ノブ／き耕ぎ／し二碑仰が／ク㌧ク〉う、′1当字′〝：㌻／紆／ニトi〉  

い什／ノ〆ノ∴磯雄邦肪∵ゼ＿ゞ二1許姪捗ら吋濁り梢り二■ナ言う   

〝〟型′ノノメ姜．ユキ′甘胡′を・川〃慮高津㌢れが班旬ノU十√いう匪■㈲★増需巨仁 一くノ；’〃ゴ  

適宜㌻しコん一わノ／、／（′沼ノし州据ぎ小′ 相好′ノ′逐一ノ令め．ケ〃〃八拝せノノ／二「／ノ作伽力小三うメ） 

／仇ヱげれ′／ルノメノ∴上ノ〔ご▼－‘ブむ八トニ据ヾ亭h掛小芋′あ三う  

・               ・      ・、    －  

〃理解が必要分．と’で′ある．叔1ま悪者妄り葺／ナ八ノ／、八産■しきせうため〆瑚右蕨’〆）′紺私  －－－－－－●   
剰7ヴ押仁か／う小ノ、1／ご八J；∠作東昔／ノー・ラ亭針子／卑f宰や唐来〆ノ叔1三？／キ、好局セ⊥ ケ」・∴J｝必   

十∴‥ト．－   

舟崇拝；鮮〝ノた体ノノコ・一デ／ネーーダーーを担う／れ妬ハ産別炒、百穿で、子〆ノ店依〟ノ∠粛  

／とがノ〆好‾r′あ斎、  

（ウ）ER型の整備について   

〝〟畢〟抒書庫原林御得、劇ノ好〆）人／ノ邸好を讃努貴ぶ丁鹿茸／狩や病躍甜超せ考／≠  

うノ必要カi、′あり、碓′耽で芋／～単音早′気′ご督∠紆ナ石二しケ／オ／秋野てて〔あう 

抒爺舟崇セJ′クレ→㌻ソナ／7i、いが）軋急′ニ勲ノと、万 ∴汝β‡療1賭儲7や、鰯‘爺叔1崇セ⊥ タ・一一   



ホ甘斗耳癌櫨閻右、読ケ∴〝〟甲号射出‘し－いけけfい′小イ）／ィ／ノナい  

4．ニ次救急医療機関の状況及び今後の整備について  

（1）現状について  

第1′恒軋急医癖機関に／〕い1t、「裾断救急機関卜弟＼次救急職購待 休といこ  

整備して‾け七、う／1ゝ」 圧：い万里十∵畑′たこできろ第．沈鞠′≡こ一木川井射甘ノ）整備ノい必要′二  

ある」、け律小川町円か十∴☆代制勤務が再虻琉凋摘絹■整棉＝＼二き ニニ′事）ぞ）」、5 ′1．二  

ハ朽欄右㌧を描け‾した情動‘寿掛什卜引出一ノこをk接寸‾べきてサイ＝1小畑首札が黍芋ノ小  

LLノ）寄せL＝＝に 1  

壬／∴ 第 次」軋急囲射線卜期か小／＝二7’ リングでけ、一区梼従中音れ瀾保／川本l難で  

ある」、「地ん自拾休か上の補助金が」州成される動きがふそ（吐てぃハ ∴ト／休改  

・－ト：′引こ付い 帖㍍腔輪番制病院ノキ〔ハ甘予里利札肋ほ、十戒17什・慢∴1り 般冊洒化  

されていぞ））」舟㍑金山拉叫か人きい」、1け癌訴．．）＼リスクノ付Lf－りJ一いろ」ヤ  

ソりこヨ甘木′J沃巨」り－  

さパ巨∴、車高1ミ′）什′′7ノルニ粧し川、川】てノ．了i上し∵∵悠施し／二 仁政ノ急匪凝り、川≠ji打／川【！」  

r情け山 ′′ニノり、J（し 甘iT′畑故急け頼鳳伸′両端情」伸助∫ノ）状淵し 用川′州リ．lここり∵、ヰ  

／斗り県ノ＼け∴↓汗、て手、′圧■ノ て．〔－／、りノ、、作制や情≠高∵lい－  ノノ‥川し雄沼パト∵  

1；直ろ」冊＼ト十机廿ノ）紺（‾トイーニ1ト′石川小1キノーへ、′三†、ト†端j∵、¢）べ）匪樟情状い㍉  

帖呈′li′ゝノ）、いJて）j ・軋て三小キ＝り、′1さ、′壬け人かていノノん〔い胞．i－才小∫J軌1∵十i＝人証  

∴）粘．i’之ヒ ∴巨）ノ1」トL上＝う（ハ多∵」守人障ソ♪必Lむし【／1：い外来診煩再ん直也－雪・∴ふ／てり  

守山‾ りノ川‥1，小し／1二′ノ′′  

（2）今後の整備について   

（ア）救急医療対策事業の現況調について  

故′知隼軒畑範≠掛川廿祝誹＝二〕いごけ、調悍宥象与「舶拗帖掛川煩鋸【＝吊’才ノ   

、二一ニ■斉■）．「欠悼′宝‥′埴経机県小川－】ノう＝し－J′れイ∵ト∴て（／）阜塵肺設l－1 卜上川Iirノ）仙統   

「ノ州．i心 ∴（ノ）他山目端ルハ′キト ノい ∴子）調1牛車＝一二† き王佐孔川う11】†いノ）ノノ、）り′、lご 

′ニミ了，／、）   与と▲い  

（イ）一定の枠組みを満たした活動実績のある病院への支援について   

肯療休制や抑j甘美絹（ニナ、jい  ′i三「／川ミ準を†l‡いこしている祥一 ∴′ク、：救急r′引症極性  

（「地域救急拠点刷；完J：仮称）直整イ備を惇廿、そ（ハ診頼り榊トや浦軌ノ轟情宣豆H＝し  

出しIl】に」′．ナ．二した、友す錮＼望まれる，  

「地域救／恕拠点病障」侶牒刊∴しごは、医師そ叫山叫桐L」、】掛甘美績昔を視座  

し 幣イ肘／）ふり万上／1いて、棉「子」が低めl、Jカ1ろべきでふて〕   



5．救急搬送において受入に至らない理由について（出口の問題など）  

（1）救急患者を受け入れられない理由について  
・ミ             ・、一 ・、－・・■  ． ・／、－    ・  

－    ●  －         －I、       －         － ●   ■ －  

ノ京劇侵打∴おぃ■r‾妥／小′ござらる、カレブたノ軌カとL T、√担／箸／楓、「ヾッハ措床ニノ、／一声  

／狩／77・悪者耕ご、‾′7リ、「腐／／ゲ′隼ノ、1年／紆不▲在ソ 筈が√あげらノZノ亡 辟／∴ 昇二‾政叔．雲  

雀療宰相／√ゴ／ペニノハ、腑を夢／〟）ノ軌育（とL T√あげ丁いた、し二／わそち〆ノノ轡宙〆ノjち、  

● ●＿ ●l  ●  －   ●   、●  

辟力〆）／腎遠野ててrあ蕎ノ）〉く∴ 〟京蓮ゝ〝ノ）叔‾′命掛急－とニ∵ター→ノ〕躇辟顔7と答仁、上り′材ノ∠チ、‘を遭バう  

憲こしケを鮒L■「いる、 一方、左ヾッ／、、、ふ苗床ンに一つい丁／ま、中郷仁雪崩ノ宥療斉を備／レフ  

頗‾／票劫γゲ〝フ拶ノオ／∵上り〃練を／村わう声）〆フてて∠ある〆ノカゝ、′ピ／ゴ √ペソハ描珠ソ／ご／ゴ物  

ノ拙ウィ′1、ノ好珠1ソ葬〃′葺嫌が′あり、／抄cノノ戯′新がノ必要で′ちうか否カゝ∴ニ／ブい丁槍′討を／ノつ  

／－▲＿  

／、＿  

（2）「ベッド満床」について  

′許二‾沈′舟忍匪凝明描八一コ／、ま、′碇′卑紅祈や如㌫∵fり空ノ和好保養一存紳打糾し二／紹／〕′しrい  

嵐据付が荷／ナ ノ；叔‘ノブノ）圧‘・／舶裾野／し∴おいて‾付点謝／〟仏〃勿彿押上誹れい∴あ ノ／÷   

J‘、ソ三ノ甜必／ゴ、粟如一舶ク／∴′fてナソ末カ；、′あ薫かノノ′〃、「一子しノ減り行‾ふさ／わといノ；？珠了／が／i、いノ 

／八肴や吋妨げ謹〟／う∴土、、（ノノ不‘むノ 〟）′二′れ工、頭㍍盤勘考を支圭㌧り十、Jカぺ、い仇、ち∴少  

′あづごノ・．が′プ㌧ノウレりで‘二  

●                    ●   －       －     － ■  

休ケLて‾ノノ）妬珠‾和ノ勅封晋をね／けナ‾／iゝケ、、′ノ〕Jノ■材／が／必要て1′あ1うヱJ′苧／≠ノちノ／うJ・友  

一   －    －             －  －     －  －  －   

、－－●－、  

壬一考ぷノうノ乙る′．  

今宵〝ノ1紆ノ計・′ガ杏仁ノノ万‾昆＝、 ノ戸／ノそ〔ノ）かノノノノ妥￥作工つい丁占俳仕丁槍′〟ナd必  

要てン往あろ．か：ノ  

（3）「出口の問題」について  

叔一意悪者が／崇作■期′矛膀∠一た熟′ご傑作借・ノさ劇化⊥／子うるゝノ若′今仁／ゴ、惚′好ノ〕勅躍   

／→鉱確答を行う僚／し二／材離i、牛と、、る二．、与が者ぶらノ～曇し 子〆）原1室／。±∠1r、惚好〟殖   

産－カ）ら在官執ノ二お／／亭療養ノ）揚へ〝ノ′退席■にむい丁、 ニプ∠ノう〆ノ悪者をぞけ八ノ乙う耕   

一－‥－－●  
fた、入‘学痛踪筈初高ノダ劇俳号‘療をノ王／づ窟言㌢∴二おい丁／f、霹ナノ）脅アワ作メ渥ノ′勺  

嬉子珠せ／材静／しこと丁いづ宕磨ぎJ′あう  

● －     －   ●  

’で’モ   



く∴せ、／ノノ／／＝欄軌′  ノいし   う ‾ り一客い  せ亡ノノ逆接体′彿ノけリカ宣′キ勅、／ノ三  
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（参考資料）  

これまでの検討の経緯  

（第1回の議題）  

準備会の概要について  

今後の救命救急センターの整備について  

高度救命救急センターのあり方について  

救命救急センターの評価のあり方について  

（第2回の議題）  

救命救急センターの充実度評価の見直しについて  

・有賀参考人からの説明  

・坂本委員からの説明  

今後の救命救急センターの整備について  

高度救命救急センターのあり方について  

（第3回の議題）  

救命救急センターの充実度評価の見直しについて  

今後の救命救急センターの整備について  

高度救命救急センターのあり方について  

（第4回の議題）  

今後の救命救急センターの整備について  

・ 救急医療機関の出口の問題について  

二次救急医療機関について  

二次救急医療機関の状況について  

・ ER型救急医療機関について   




